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231.羽状筋における筋線維産己穫のマッピング

の試み

OJJ!Jニ泰雄， m之灘慈歩，久野鶏也，
;綴永哲夫(東大・生命環境・身体巡動)

[i遊説j器}

{践的}滋状筋では、筋3誌が接選に対して傾斜じて挺列

しているが、筋肉における筋東の3次元的な訟列状態に

ついては紛らかになっていない点が多い。本研究では、

人間の生体における羽状筋の筋東箆緩の抱擁を試みた。

{方法}健常な成人男性l名 (27議)の勝綾筋肉側頭

(MG)について、その議輸に沿って2ωillI1畿の近佼
一途位方向の列を5列設定 (3列践がMGの綴の中心と

なる〉し、各列上に2cm路線にirJ定点を設けた“各点に
おいて、 8モード超音波袋援(アロカ、 ssひ500)をJtJ
いて、 MGの組織額態畿を得た。皮下総肪と務との境界

と、 E礎部議室践との長経緯を筋爆とした。また、逮続縦断像
から、深部縫鱗から議溜へとわたる筋東の援と列を近位~

遼役、および内部~外綴にわたって瀦ベた。また、 MRI

(GE)を潟いて逮綴綾織横断像を撮像し、各部定点と

いくつかの筋策の3次元嬢擦を得た@

〔結巣と考祭}縫綴と筋策のなす角度として定義され

た羽状角は筋爆の大きい筋緩付近ほど大きく、辺縁部iま

ど小さい傾向であった。}方、務家殺は滋状角や筋i事と

は興なり、筋肉でのばらつきは少なかった。務内の筋東

護送鐙は一方向ではなく、遼佼からi丘伎に向かつてわずか
に収束する綴向にあり、また、各部定問jの下の筋東rmは
お互いに平行ではなく、ある角度をもっていた(下関〉。

得られた筋東マップより、筋総維の発揮した強力の筋肉

における分布状態を推定したところ、務摩の大きな筋畿

中央付近が簸も大きな力発探ポテンシヤルを手干している

(弱状角が大きいにもかかわらず)ことが示唆された.
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